
秋に流行する感染症の
種類や症状、予防策に
ついては、左記の図 1、2を
ご参照ください。
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ゆ
み
こ

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
季
節
は
、

学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
で
感

染
症
が
流
行
し
始
め
る
時
期
で
す
。

夏
を
過
ぎ
て
乾
燥
し
始
め
る
秋
は
、

感
染
症
の
元
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
活

発
に
な
る
環
境
で
す
。
冬
は
さ
ら
に

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う
の
で
、
そ

の
前
段
階
で
予
防
す
る
こ
と
が
肝
心

で
す
。

感
染
症
が
増
え
る
理
由

　

秋
に
感
染
症
が
増
え
る
の
に
は
い
く
つ

か
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
感
染
症

の
元
に
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
気
温
が
低
く
、

湿
度
も
低
い
と
き
に
活
発
に
活
動
し
ま

す
。
夏
が
過
ぎ
て
秋
に
な
る
と
、
気
温
が

グ
ッ
と
下
が
り
始
め
、
湿
度
が
低
下
す
る

の
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
、
過
ご
し
や

す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
野
外
で

遊
ぶ
機
会
も
多
く
な
り
、
人
と
接
す
る
こ

と
で
感
染
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
温
が
下
が
り
体
の
免
疫
力
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
も
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く

な
る
原
因
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

病
院
の
取
り
組
み

　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
感
染
対
策

チ
ー
ム
が
院
内
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
に
対
し
①
手
指
衛
生

の
徹
底
〔
図
3
・
4
〕 

②
個
人
防
護
具
（
マ

ス
ク
や
手
袋
エ
プ
ロ
ン
等
）
の
着
用
③
健

康
管
理
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
・
ご
家
族
に

　
　
　
　
　
お
願
い
し
た
い
こ
と

【
入
院
に
つ
い
て
】

　

入
院
患
者
さ
ま
に
対
し
、
病
状
に
よ
り

個
室
入
院
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
流
行

時
期
に
は
、
同
じ
病
状
の
患
者
さ
ま
を
同

室
に
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

【
面
会
に
つ
い
て
】

　

面
会
前
後
の
手
指
衛
生
、
流
行
時
期
に

は
、
面
会
制
限
お
よ
び
面
会
時
の
マ
ス
ク

着
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

図3：手指消毒手順

図1

※1 熱が低くても、インフルエンザが流行時には、インフルエンザの可能性があります。
※2 C型は、A型・B型とは異なり、発症しても軽症で、ほとんど流行しない。
※3 感染後に発病する可能性を低減させる効果とインフルエンザにかかった場合の重症化防止に有効。

【呼吸器感染症】

図4：手洗い手順

疾患名 インフルエンザ

流行期 12月～ 3月

RSウイルス

冬～春
2011年以降、7月頃から報告数が増加している

症状 嘔気・嘔吐、下痢、腹痛、発熱
突然の嘔吐、発熱、腹部の不快感
白色ないし黄白色の水様性の下痢

特徴
少ないウイルスで感染が成立する。感染力が非常に強い
糞便中のウイルス排泄は、発症から 2～ 3週間程度続く

好発年齢 乳幼児～高齢者 生後 1歳までに半数以上、2歳までにほぼ 100%の児
がRSウイルスに少なくとも 1度は感染するとされている

特徴 A型、B型、C型※2に分類される
一度かかっても免疫が十分にできないので生涯にわたり
感染と発病を繰り返す。症状は軽くなる。

症状
38℃以上の発熱※1
風邪の症状に加え、発熱、関節痛、筋肉痛、
倦怠感など

軽症：発熱、鼻汁

重症：咳、喘鳴 (呼吸の際に、ゼイゼイ、ヒューヒューと
　　　鳴る音 )、呼吸困難、細気管支炎、肺炎

ぜんめいせき

予防

●流行前のワクチン接種※3
●飛沫感染対策としての咳エチケット　
●帰宅時の手洗い・うがい　
●適度な湿度を保つ（50-60％）　
●十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
●人混みや繁華街への外出を控える
　（外出時のマスク着用）

●発症の中心が 0歳～ 1歳であることから、子どもたち
　が日常的に触れるおもちゃ・手すりなどはこまめに
　アルコールや塩素系の消毒剤等で消毒
●手指衛生の徹底

予防

●食事の前やトイレ後の手洗い　
●下痢・嘔吐等の症状がある時には食品を
　直接取り扱わない　
●加熱が必要な食品の加熱処理（85℃.1 分）

●手洗いの徹底
●オムツの適切な処理

図2 【ウィルス性下痢症】

疾患名 ノロウイルス

流行期
11月～ 1月

（1年を通して発症）

ロタウイルス

3月～ 5月

好発年齢 乳幼児～高齢者 0～2歳
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